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COVID-19感染拡大に伴う学校教育現場における 

生徒の心身への影響 

 

徳珍温子、森田美紀（大阪信愛学院保健センター（中・高等学校保健室）） 

 

 

 

Ⅰ．はじめに 

2019 年 12 月に中国湖北省武漢市に端を発し、世界

各地に拡散した新型コロナウイルス感染症（COVID- 19）

は、その後、特に欧米で深刻な状況となり、2020年 3

月 11 日に WHO よりパンデミック宣言が出された。我

が国においても、2020年 4月 7日に緊急事態宣言が発

出された１)。 

緊急事態宣言に伴い、学校での授業を行うに当たっ

ては文部科学省より 2020年 4月 10日付で「新型コロ

ナウイルス感染症に対応した学校再開のガイドライン」

が公表され、「三密（密閉・密集・密接）を避け基本と

し、学校としての施設・衛生上の管理指針及び学生に

おいては、マスク着用、手洗い、身体的距離の確保、

換気、健康管理など、遵守すべき必要な行動指針が定

められた。マスメディアをはじめ様々な場でCOVID- 19

に対応した「新しい生活様式」が言われているところ

である２）。 

キャリタス進学により 2020 年 8 月 28 日～2020 年 9

月 16 日に実施された高校教員に尋ねた「新型コロナ

ウイルスによる進路指導への影響」において進路指導

への影響は、回答者全体では「とてもある」「ややある」

が合わせて 93.1％となり、ほとんどの教員が、影響を

受けている と回答している３）。 

本学の高等学校においても、休校やオンライン授業

など、感染拡大防止策として 1 学期の多くが対面での

授業が実施されず、学校教育現場における生徒の心身

への影響はあると想像されるが、どのような影響であ

るかを明らかにしなければ、より適切な介入を行うこ

とは困難であると考える。 

本研究は「心身への負担感」「進学に関する学習環境

への影響」に焦点化し、適切な介入の資料とすること

を目的とする。 

 

Ⅱ．研究方法 

１． 方法 

協力意思を示した A 高等学校 2 年生 32 人に対し、

研究者が実施する医療・看護入門の授業の終了後、5分

程度を用いて「心身への負担感」「進学に関する学習環

境への影響」について、A4用紙 1枚程度のレポートの

作成を求めた。 

２． 研究対象 

 研究への協力の意思を示した A 高等学校 2 年生 19

名のレポートを分析の対象とした。 

３． 期間 

令和 3年 1月 

４． 分析方法 

無記名で記載された A4 用紙 1 枚程度の「心身への

負担感」「進学に関する学習環境への影響」レポートそ

れぞれについて、テキストマイニングソフト（KH-coder）

を用いて抽出語の階層的クラスター分析と、一つ一つ

の文書で出現する単語「抽出語」のうち、「距離」が近

いか遠いかを計算し共起ネットワークとして図示した。

共起ネットワークでは距離の近さを線の太さで、係数

を数値で示している。 

４．倫理的配慮 

本研究は、大阪信愛学院短期大学倫理委員会にて承

認を受けている。また、本研究計画書と同様の内容に

ついて、本研究計画書及び倫理審査申請書の写し及び

審査結果の写しを研究対象者の所属している高等学校

に提出、倫理審査を受けて実施する旨を説明し承諾を

得ている。（承認日 2021 年 1 月 11 日、承認番号 R2-

08） 

利益相反に該当する企業・団体等は無い。 

 

Ⅲ．結果と考察 

１．COVID-19感染拡大に伴う心身への負担感 

 「心身への負担感」について、18人よりレポートの

提出があった。レポートは 30 文。17 段落で、総抽出

語数は 574で、異なり語数は 191 であった。 

 抽出語から階層的クラスター分析を行った結果、6

つのクラスターに分類された（図１）。また共起ネット

ワークについても図に示すとおりである（図２）。 

階層的クラスター分析による 6 つのクラスターにつ

いて、抽出語とレポートに記載された文脈から象徴し

ている意味を共同研究者間で検討し、命名した。 

クラスター1「外出ができないことへの負担」、クラ

スター2「祖父母に会えない辛さ」、クラスター3「消毒

で大丈夫なのか」、クラスター4「自由に外に行けない
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ストレス」とした。また、クラスター5「オンライン授

業は感染予防になる」、クラスター6「通学の電車の怖

さや不安」とした。 

また共起ネットワークでは、図で上左に「他者から

見られることによる自由な行動の制限とストレス」や、

上中央の「祖父母に会えない辛さ」、上右に「消毒で大

丈夫なのか」というネットワークと、下中央に「オン

ライン授業が感染予防になる」と右下の「通学の電車

の怖さや不安」が示された。 

COVID-19感染拡大に伴う生徒が感じる「心身の負担」

について、クラスター1・2・3・4が、主に学校以外で

あり、クラスター5・6は学校に関連するものであった。 

クラスター1「外出ができないことへの負担」、クラ

スター2「祖父母に会えない辛さ」は人とのコミュニケ

ーションを含めた制約がある生活での物理的・心理的

負担が示された。思春期では、勉強以外において友人

関係が学校生活の大部分を占めることが認められる。

しかし、学校が通常通りの体制で行われているため、

友人に対する意見は出なかったことから、学校が通常

通りである利点はあると考える。 

クラスター3「消毒で大丈夫なのか」、クラスター4「自

由に外にいけないストレス」は、感染予防対策への不

安感や行動の制限による心の負担が示された。これら

は学校外での負担との結果が得られたが、学校生活で

の影響は予想される。心のケアについては、学校が適

切に取り組むこと２）とされているが、過剰適応の傾向

や不安を感じやすい生徒等、訴えが表面化しやすい生

徒のみならず、新しい生活様式に伴う全体に向けての

メンタルヘルス対策を講じる必要あると考える。 

クラスター5の「オンライン授業が感染予防になる」

については、生徒たちは新たな学習環境に柔軟に対応

する力を示した一方、教職員が COVID-19感染症対策た

めに、あらゆる機会に ICT を最大限に活用し、学習の

保障に努めた結果を肯定するものであったと考える４・

５）。また、「感染予防になる」といった主体的な安全意

識につながる考え方に至っていること、すなわち、セ

ーフティプロモーションに至る考えが表れているので

はないかとも考える。 

一方、小学校や中学校とは異なり高等学校では通学

において公共交通機関を利用する生徒も多く、また、

通学時間と通勤時間が重なるため、クラスター6「通学

の電車の怖さや不安」という結果に結びついたものと

考える。 

 2020 年 4 月 7 日に、埼玉県、千葉県、東京都、

神奈川県、大阪府、兵庫県、及び福岡県の 7 都

府県に発令された緊急事態宣言では、都道府県

によって対応は異なるが、大阪府下においては、

多くの学校が休校や時間短縮や分散登校といっ

た対応がとられた。しかし、今回の 2021 年 1 月

13日に、大阪、兵庫、京都、愛知、岐阜、福岡、栃木

の 7府県に緊急事態宣言の発出については、学校は通

常通りとすることを基本としているため、「密」を避け

る必要性は理解しているが、遅刻などの学習上不利益

になる状況を回避すべく、不安や恐怖を抱きながら、

公共交通機関を利用するという心身への負荷を感じて

いることが分かった。 

 

２．COVID-19感染拡大に伴う進学に関する学習環境へ

の影響 

 「進学に関する学習環境への影響」について、16人

よりレポートの提出があった。レポートは 16文。15段

落で、総抽出語数は 183 で、異なり語数は 83 であっ

た。 

抽出語から階層的クラスター分析を行った結果、3

つのクラスターに分類された（図３）。また、共起ネッ

トワークは図に示すとおりである（図４）。 

階層的クラスター分析による 3 つのクラスターにつ

いて、抽出語とレポートに記載された文脈から象徴し

ている意味を共同研究者間で検討し、命名した。 

クラスター1「グループワークが減る」、クラスター

2「オープンキャンパスに参加できない」、クラスター

3「オンライン授業については特にない」とした。共起

ネットワークについても同様の結果が示されている。 

クラスター1「グループワークが減る」については、

「三密（密閉・密集・密接）を避ける」を基本とした

対応であったため、実施が困難であった。グループワ

ークについて「学習は、本来、学習する者が自ら発し、

自らが活動して行うものであるが、講義形式による知

識を注入される学習方法では、学習者は受け身のまま

で主体的にはならず、学習者個々の個性的な思考はお

しならされたままである。これに対し、グループワー

クは、注入され、承るだけの学習を、学習者の活動と

して主体化し、学習者相互のやり取りによって一層活

性化することに役立つ。グループワークは、メンバー

相互の話し合い、双方向での関心の交流を通して、参

加者全員が持つ経験や背景を共有させることにより、

課題の解決を図ったり、相互の共感を共有することに

よって学習、動機づけ、必要な態度の形成に至る」こ

とが意義や目的とされている７）。したがって、グルー

プワークに代わる新たな主体的な学習支援の方法や、

安全なグループワークの方法を構築していく必要があ

ると考える。 

 クラスター3「オンライン授業については特にな

い」は COVID-19感染拡大に伴う心身への負担感のク

ラスター5と同様に、否定的ではないことから、生徒

たちが ICT活用した教育に柔軟に対応できていると考 
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図１ 「心身への負担感」階層的クラスター 
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図２「心身への負担感」共起ネットワーク 

 

 

図３「進学に関する学習環境への影響」階層的クラスター 
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図４ 「進学に関する学習環境への影響」共起ネットワーク 

 

える。また、先述した、COVID-19感染拡大に伴う心

身への負担感の結果の、クラスター5「オンライン授

業は感染予防になる」、クラスター6「通学の電車の怖

さや不安」と関連付けて考えるならば、オンライン授

業を肯定的にとらえている。 

一方、クラスター2「オープンキャンパスに参加でき

ない」については、生徒が進路を考えるための情報が

十分でないと感じていると考える。Web オープンキャ

ンパスなどが様々な大学で行われているが、実際に大

学に足を運ぶことに比べて、情報量が少なく、「知らな

い」「わからない」大学への進学に対して、肯定的な反

応にならないのではないかと考える。リクルートの調

査からも、Web オープンキャンパスの情報量の不足と

知っている大学への進路選択という本研究と同様の結

果が示されており８）、高等学校は、安全に十分な配慮

を行ったうえで、生徒の多様性を重視した進路選択お

よび進路指導が提供できるような工夫が必要であると

ともに、大学等においても、必要な情報が伝わる Web

オープンキャンパスが求められていると考える。 

 

Ⅳ．おわりに 

今回の調査において、生徒がリモート学習やオンラ

イン授業に対して、感染防止対策となるという肯定的

な感情を示していることが分かった。一方、公共交通

機関を利用することに対する COVID-19 感染への不安

や恐れを抱いていることが分かった。教職員は、学校 

という生徒が所属する社会において、身体的・精神的 

 

に健やかに発達を支援する教育活動として、どのよう

な対策が必要かを、社会全体の状況を勘案し、常に検

討して今なければならない。 

そして、本研究対象者の選定にあたって、当初は高

校 2年生だけでなく 3年生も研究対象者として考えて

いたが、政府は 2021年 1月 13日に、大阪、兵庫、京

都、愛知、岐阜、福岡、栃木の 7府県に緊急事態宣言

の発出を決定し、2021年 1月 13日に 1月 14日から 2

月 7日までの期間とされたため、高校 3年生の 3学期

の自宅学習期間が、繰り上げての開始となり、高校 3

年生を対象とする調査の実施ができなかった。したが

って「進学に関する学習環境への影響」について、十

分な意見を聞き取ることができていなかったと考える。

また、研究の対象者の検討や、「進学」という言葉を外

した問いかけであったほうが、より多くの意見を収集

することができたのではないかと考える。この点がこ

の研究の限界であり、今後の検討課題である。 
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